
Microsoft Solutions Framework 
White Paper 

Published: 2004  Microsoft Solutions Frameworkの詳細情報は
 http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/productinfo/enterprise/msf/ をご覧ください

 

Microsoft Solutions Framework 
Version 3.0 の概要 

目次 

要約 ..................................................................................................................... 4 

対象読者.............................................................................................................. 4 

はじめに.............................................................................................................. 4 

MSF の起源と簡単な歴史 .................................................................................. 5 

MSF およびMicrosoft Operations Framework................................................ 7 

MSF の主要な用語............................................................................................. 7 

基本原則.............................................................................................................. 9 

MSF のモデル .................................................................................................. 16 

MSF の規範 ..................................................................................................... 20 

Microsoft における MSF の使用 .................................................................... 23 

MSF の実装 ..................................................................................................... 25 

まとめ ............................................................................................................... 26 

付録 : MSF、業界標準、および方法論 ............................................................ 27 

 



2  Microsoft Solutions Framework version 3.0 の概要
 

 

Credits 
Contributors 

Geoffrey Lory, Director, GTD Ltd. 

Derick Campbell, Product Manager, Microsoft 

Allison Robin, Director, MSF, Microsoft 

Gaile Simmons, Technical Editor, Microsoft 

Patricia Rytkonen, Technical Editor, Volt Technical Services 

Reviewers 

Jeff Carter, MSFmentor, U.S. 

Nathan Dolly, Microsoft Consulting Services, U.S. 

John S. Dranchak, Logic Control 

Holly Dyas, Microsoft 

Paul Glen, C2 Consulting, U.S. 

Tom Gordon, Framework Deliveries, LLC 

Paul Haynes, Microsoft 

Hiroshi Koizumi (小泉 浩), Microsoft Consulting Services, Japan 

Eran Kolber, LIH Ltd, Israel 

Shawn LaBelle, Microsoft Premier Support, U.S. 

David Millet, Microsoft Consulting Services, U.S. 

Ed Musters, Systemgroup Management Services, Canada 

Alex Nicol, Microsoft Consulting Services, Canada 

David Preedy, Gainsford Associates, U.K. 

Jane Marie Rief, Thomson West 

Dolph Santello, Microsoft Consulting Services, U.S. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 本ホワイトペーパーの日本語翻訳にあたっては、Microsoft Consulting Services の小泉 浩氏、片山 龍児氏に多大な

ご協力をいただきました。この場を借りて御礼申し上げます。 



Microsoft Solutions Framework version 3.0 の概要 3
 

 

本書に記載されている情報は、発行日の時点での検討問題に対する Microsoft の見解を表したものです。

Microsoft は市場の動向に対応すべく努めておりますが、本書に含まれている情報は Microsoft の義務を

表すものではありません。また、Microsoft は発行日以降に生じたいかなる情報の正確性についても一切

保証いたしません。 

本書は情報目的のみに提供されています。本書に記載された内容については、明示、黙示または法律の

規定にかかわらず、これらの情報について Microsoft はいかなる責任も負わないものとします。 

お客様ご自身の責任において、適用されるすべての著作権関連法規に従ったご使用を願います。著作権

法に基づく権利を制限しない範囲において、この文書のいずれの部分も、いかなる形式によっても、またい

かなる手段 (電子的または機械的な手段、フォトコピー、録音、その他) によっても、目的の如何を問わず、

Microsoft 社の書面による明白な許可なしに複製、検索システムへ保管、転送することは禁じられていま

す。 

Microsoft は、このドキュメントの内容に関して、特許、特許申請、商標、著作権、またはその他の知的財産

権を所有している場合があります。Microsoft の使用許諾契約書に特に明記されている場合を除き、このド

キュメントは、これらの特許、商標、著作権、またはその他の知的財産の権利を許諾するものではありませ

ん。 

別途記載されていない場合、このソフトウェアおよび関連するドキュメントで使用している会社、組織、製品、

ドメイン名、電子メール アドレス、ロゴ、人物、場所、出来事などの名称は架空のものです。実在する商品

名、団体名、個人名などとは一切関係ありません。 

© 2003 Microsoft Corporation. All rights reserved. 

Microsoft、MSDN、Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における 登録商標また

は商標です。また、本書に記載されている実際の会社名および商品名は、各社の商標である場合がありま

す。 

 



4  Microsoft Solutions Framework version 3.0 の概要
 

 

要約 
Microsoft® Solutions Framework (MSF) は、定義された一連の原則、モデル、規範、概念、
ガイドライン、および Microsoft の実証済みのプラクティスに基づく、IT ソリューション提供プ
ロジェクトのための熟慮され鍛えられたアプローチです。MSF を紹介するこのホワイト ペー
パーでは、MSF の基礎となる原則、コア モデル、および規範の要点を、それらを適用するこ
とがどうして IT プロジェクトの成功につながるのかという観点から説明します。また、ここでは 
MSF の詳細情報および組織への実装方法についてのリファレンスも提供します。付録では、
MSF と IT業界における他の方法論や標準との相違点を簡単に示し、MSF をこれらと組み
合わせて使用する方法について説明します。 

対象読者 
このホワイト ペーパーは、Microsoft Solutions Framework について詳しく学習するための出
発点となります。典型的な読者は、チームや組織に対しベスト プラクティスの導入をリードし、
より良い結果をもたらそうと考えているコンサルタント、上級管理者、技術プロフェッショナル、

開発者、プロジェクト マネージャ、もしくは純粋にビジネス主導型の IT ソリューションの構築
における自分自身のスキルを向上させたいと考えている方々です。 

また、上述のプロフェッショナルのうち、既に何らかのMSF体験を有する人々も対象としてい
ます。MSF とさまざまな業界標準および方法論との関連性、およびこれらと MSF を組み合
わせて使用する方法に興味を持つ人々です。付録では一般的な方法論について簡単に説

明しています。これにより、MSF の適用範囲が業界の一般的な方法論のどこに位置するの
かを把握できます。 

はじめに 
価値あるビジネス ソリューションを与えられた期間および予算内で作成するためには、実証
済みのアプローチが必要です。Microsoft Solutions Framework (MSF) は、IT ソリューション
をより早く、より少ない人数、より低いリスク、より高い品質で構築するための、適応性の高いフ

レームワークを提供します。MSF を利用することにより、チームは、ITプロジェクト失敗の最も
一般的な原因に直接対処することができ、プロジェクトの成功率を改善し、ソリューションの品

質を向上させて、より大きなビジネス インパクトをもたらすことができます。MSF は、ITプロジ
ェクトや環境の動的な性質に対処するように作られているため、プロジェクトの経過に伴う度

重なる変化に対応できるようになります。 

MSF が方法論ではなくフレームワークと呼ばれるのには理由があります。規定的な方法論と
は対照的に、MSF は、柔軟でスケーラブルなフレームワークを提供します。このフレームワ
ークは、規模や複雑さに関係なく、あらゆるプロジェクトのニーズに対応できます。これにより、

ビジネス主導型の IT ソリューションを計画、構築、および展開することができます。MSF は、
すべてのプロジェクトの要件や環境に完全に当てはまるような単一の構造やプロセスは存在

しないという思想に基づいています。その一方で、それでも手引きが必要とされているという

認識もあります。MSF では、フレームワークとしてこの手引きを提供し、細かな規定によって
適用可能なプロジェクト シナリオの範囲を狭めてしまうことはありません。MSF のコンポーネ



Microsoft Solutions Framework version 3.0 の概要 5
 

ントを個別に適用したりまとめて適用したりすることによって、以下のようなタイプのプロジェクト

の成功率を上げることができます。 

• ソフトウェア開発プロジェクト （モバイル アプリケーション、Web アプリケーション、電子商取
引アプリケーション、Web サービス、メインフレーム、n 階層など）。 

• インフラストラクチャ展開 （デプロイメント） プロジェクト （デスクトップの展開、オペレーティン
グ システムのアップグレード、エンタープライズ メッセージングの展開、構成/運用管理シス
テムの展開など）。 

• パッケージ化されたアプリケーション統合プロジェクト （個人の生産性スイート、エンタープラ
イズ リソース プランニング （ERP）、およびエンタープライズ プロジェクトマネジメント ソリュ
ーションなど）。 

• 上記を任意に組み合わせたもの。 

こうしたさまざまなタイプのプロジェクトに対応する MSF の手引きは、ほとんどのプロジェクト
が直面する技術要素はもちろん、『人とプロセス』 の管理にも重点を置いています。技術チ
ームのニーズやプラクティスは絶え間なく進化しているため、MSF に集められているマテリア
ルも、それに合わせて継続的に変化し、拡張されています。さらにMSFは、Microsoft 
Operations Framework (MOF) との相互作用により、プロジェクトの長期的な成功に不可欠な、
運用環境へのスムーズな移行をもたらします。 

MSF の起源と簡単な歴史 
このセクションでは、MSF の必要性、および MSF がどのように作成されたのかについて説
明します。 

挑戦と機会 
今日のビジネス環境の特徴として、複雑さ、グローバルな相互接続性、および消費者需要か

ら生産方法、その変化スピードに至るまですべてが加速していることが挙げられます。また、

これらの各要素にテクノロジが貢献していることも認識されています。すなわち、一般にテクノ

ロジはさらなる複雑さの原因となる一方で、グローバルな接続をサポートし、さらに変化の主

な触媒となっているのです。企業では、テクノロジの変化がもたらす可能性について理解し、

これを利用することが、時間と資源を大きく消費する要因となっています。 

情報技術企業 (以下 IT 企業と呼びます) では、テクノロジの変化に合わせてビジネス主導
型ソリューションを開発し、展開するためにかかる時間と労力が負担となっています。IT 企業
は、低品質なソリューションが招く悪影響や受け入れ難いビジネス リスクに対する認識をます
ます強めています。IT 企業は、より良いソリューションを提供するための手引きを得ようとして
います。 

IT ソリューションの構築および展開プロジェクトは非常に複雑であり、これが困難の要因とな
っています。テクノロジ自体がプロジェクト失敗の要因になることもあります。ただし、主要因に

なることはほとんどありません。意外にも、プロジェクト結果の成功は、テクノロジ自体の複雑さ

よりはむしろプロジェクトにかかわる人やプロセスに関係していることが経験によって示されて

います。 

人やプロセスについての組織および管理を分解すると、プロジェクトに次のような結果を観察

することができます。 
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• ステークホルダー (利害関係者。開発者のみならず、プロジェクトにかかわるすべての人た
ち) とのコミュニケーション不足、プロセスへのビジネス インプットが不定期、変則的、不十分
なことにより、重要なニーズを把握できていない。 

• チームがビジネス上の問題を理解しておらず、役割が明確に定義されていないため、内外と

コミュニケーションをとるのに苦労している。 

• 顧客の真の問題に対処していないこと、記載どおりに実装できないこと、重要な機能の欠如、

および使途不明の機能が含まれていること。 

• 参加者がよく理解していない不明確なプロジェクト アプローチ、それが引き起こす混乱、オ
ーバーワーク、要素の不足、およびソリューション品質の低下。 

• プロジェクト チームから運用への粗悪な引継ぎ、それによるビジネス バリューの実現の遅れ、
またはビジネス要求を満たすための代替策にかかる費用の発生。 

組織はこれらの問題を克服することによって、製品やサービスの品質の向上、顧客満足度の

改善、業界屈指の人材を惹きつける作業環境に関してより良い成果を得ることができます。こ

れらの要素は企業の利益および戦略的な効果にプラスの影響をもたらします。 

これらの課題に効果的に対処するように組織の行動を変化させ、素晴らしい結果を実現する

ことは可能ですが、それには献身、コミット、リーダーシップが必要となります。これを実現する

には、IT とビジネスを結ぶリンク、すなわち理解、説明責任、協力、コミュニケーションのリン
クを作成しなければなりません。言うまでもなく、ITの側がそれ自身の成功への障壁を取り除
くためにリーダーシップをとる必要があります。MSF はこのためのフレームワークを提供する
ように設計および構成されています。 

経験に基づくソリューション 
Microsoft Solutions Framework が最初に発表されたのは 1994 年でした。当初は、
Microsoft の製品開発活動や Microsoft コンサルティングサービスのプロジェクトから集めら
れたベスト プラクティスの緩やかな集合体でした。MSF は Microsoft 製品グループ、
Microsoft サービス、Microsoft の社内部門である OTG (Operations and Technology Group)、
Microsoft パートナー、および顧客の実際のベスト プラクティスからじっくりと学ぶことによっ
て、進化を続けています。MSF の構成要素はよく知られた業界のベスト プラクティスに基づ
いており、Microsoft の 25 年以上にわたるハイテク産業での経験が活かされています。これ
らの要素が互いに連携して、Microsoft のコンサルタント、パートナー、および顧客がテクノロ
ジのライフ サイクルの中で直面する重要な問題に取り組むことを支援します。 

MSF では、こうして集めた Microsoft 社内外で実証済みの現実世界のベスト プラクティス
を、パートナーや顧客にとって理解しやすく、簡単に採用できるものとするために、単純化、

統合整理、および検証しています。現在の MSF は、堅牢で成熟したフレームワークとなっ
ており、各分野の専門家からなる国際的な諮問委員会による指導とレビューを受けながら、

Microsoft 社内の専任の製品チームが管理および開発にあたっています。また MSF には、
現在も引き続き、Microsoft の最新の経験が反映され続けています。Microsoft 社内では、さ
まざまな業務分野のチームによって定期的にベスト プラクティスやツールが作成、発見、共
有されています。こうした社内プロジェクトの中でチームが学びとったことが MSF に反映さ
れ、Microsoft の外部へと配布されています。 



Microsoft Solutions Framework version 3.0 の概要 7
 

MSF および Microsoft Operations Framework 
Microsoft Operations Framework (MOF) は運用上の手引きを提供します。これにより企業は
ミッションクリティカルなシステムの信頼性、Microsoft 製品およびテクノロジの可用性、サポ
ートや管理の容易さを実現することができます。MOF は国際的に認められた一連の IT サ
ービス管理のベスト プラクティス、すなわち英国政府 OGC (Office of Government 
Commerce) がまとめた ITIL (IT Infrastructure Library) に基づいています。MOF は ITIL 
標準のスーパーセットであると言えます。 

MOF はホワイト ペーパー、オペレーション ガイド、アセスメントツール、ベスト プラクティス、
ケース スタディ、テンプレート、サポート ツール、トレーニングコース、サービスの形式で運
用上の手引きを提供します。この手引きは、複雑な分散型の異種テクノロジ環境に関連した

ユーザー、プロセス、テクノロジ、および管理に関する問題に対処します。 

Microsoft は MSF の進化を通じて学んだ教訓を活かして MOF を作成しました。パートナ
ー、顧客、および Microsoft 社内の OTG (Operations and Technology Group) が使用した
重要成功要因をモデル化し、組織構造およびプロセス オーナーシップのための ITIL のベ
スト プラクティスの上に構築しました。 

MSF と MOF は基本原則と中核となる規範を共有しています。両者は、これらの原則や規
範の適用方法において異なります。両者はそれぞれ固有のチーム モデルやプロセス モデ
ル、およびそれぞれの領域に固有な実証済みのプラクティスを使用しています。MSF はチ
ーム構造やアクティビティをソリューション提供の観点から表し、MOF はチーム構造やアクテ
ィビティをサービス管理の観点から表しています。MSF ではプロジェクトに重点が置かれ、
MOF では運用環境の実行に重点が置かれています。MSF と MOF はソリューション開発
領域とソリューション運用領域の間のインターフェイスを提供します。 

MSF と MOF は、IT ライフサイクル全体で連携して使用することにより、ビジネス主導型の
テクノロジ ソリューションを成功裏に提供できるように設計されています。 MSF と MOF は、
今日のビジネス環境における標準的な企業構造での使用を意図しています。すなわち、成

熟した相互協力的な環境において、各部門が連携して共通のビジネス目標を実現する方法

が示されています。 

MOF の詳細については、 
http://www.microsoft.com/japan/technet/itsolutions/techguide/mof/  を参照してください。 

MSF の主要な用語 
MSF はフレームワークであるため、複数のコンポーネントから構成されており、各コンポーネ
ントを個別に使用することも統合して採用することもできます。これらのコンポーネントをひとま

とめにして、IT プロジェクトを実行するための堅固でしかも柔軟なアプローチが作成されます。
以下にこれらのコンポーネントの定義を示します。 

• MSF の基本原則 フレームワークのベースとなる主要な原則。フレームワークのすべての要
素に共通する価値や標準を表します。 

• MSF のモデル プロジェクト チーム及びプロセスの編成についての枠組み、あるいは 「メン
タル マップ」 (チーム モデル および プロセス モデル - フレームワークを定義する主要な 
2 つのコンポーネント)。 
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• MSF の規範 特定の方法論、用語、アプローチの集合を使用するプラクティスの領域 (プロ
ジェクト マネジメント、リスク マネジメント、レディネス マネジメント - フレームワークを定義す
るもう一方の主要コンポーネント)。 

• MSF の主要コンセプト MSF の原則と規範を支援する考え方で、具体的な実証済みのプラ
クティスを通じて示されます。 

• MSF の実証済みのプラクティス 実際のさまざまな状況におけるIT プロジェクトで有効であ
ることが実証されたプラクティス。 

• MSF の推奨事項 モデルや分野の利用における推奨 (オプション) プラクティスおよびガイ
ドライン。 

 MSF の一部のコンポーネント間の相互関係の例を以下の図に示します。 

 
図 1: MSF コンポーネントの例 

次に上の図を説明します。 

MSF の基本原則の 1 つに「すべての経験から学習する」があります。これは MSF プロセ
ス モデルの主なマイルストーンで計画的に実践されます。原則を適切に適用するには、主
要コンセプトである意欲的学習が必要です。意欲的学習の概念は、プロジェクトにおいては
マイルストーン後のレビューという実証済みプラクティスを通じて実行されます。大規模で複
雑なプロジェクトでは、非難のない環境を確実にして最大限に学習するために、客観的な外

部のファシリテータを使うことがマイクロソフトの推奨事項の一つです。 

逆に、リスク トリガ (マイクロソフトはこれらを企業のデータベースまたはプロジェクト間で利用
するリポジトリで取得することを推奨します) を定義および監視するという実証済みのプラクテ
ィスは、リスクを継続的に査定するという主要コンセプトの応用の一つです。これらのプラクテ
ィスおよび概念は リスク マネジメント 規範 の一部であり、MSF チーム モデルの全メンバ
によって MSF プロセス モデルの各フェーズで実行され、俊敏であり続け、変化を予期する
という基本原則が採用されています。 

基本原則、モデル、規範については、相互の関係についてのコンテキストを提供しながら、以

下のセクションで詳しく説明します。 
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基本原則 
MSF の中核には 8 つの基本原則があります。 

• オープンなコミュニケーションを促進する 

• ビジョンを共有する 

• チーム メンバをエンパワーする 

• 説明責任（役割分担）を明確にし、実行責任を共有する 

• ビジネス上の価値に集中する 

• 俊敏であり続け、変化を予期する 

• 品質に投資する 

• すべての経験から学習する 

これらの原則は MSF の基本的な考え方を表しており、IT ソリューションを提供するプロジェ
クトにかかわるユーザーやプロセスを取りまとめるための首尾一貫したアプローチの基礎とな

っています。これらは MSF の構造と適用法の基盤を成しています。原則にはそれぞれ独自
の利点があり (ホワイト ペーパーの最後にある資料を参照)、ある適用法が他の適用法をサ
ポートする点で、多くの原則は相互依存しています。連携して適用することによって強力な基

盤を築き、これにより MSF は規模、複雑さ、種類が異なる広範なプロジェクトで適切に機能
します。 

以下の例では、各原則を MSF のモデルや規範に適用する方法を示します。ここでは MSF 
内部での原則利用のすべての事例を示すわけではありません。 

オープンなコミュニケーションを促進する 
「スケジュールの惨憺たる状態だとか、機能がうまく合っていないとか、システ

ムのバグなどが一度に発生したりする。作業が進行するにつれて、いくつかのチ

ームは徐々に自分たちのプログラムの機能やサイズやスピードを変更し、明示的

にしろ暗黙のうちにしろ、使える入力およびその出力の用途に関する前提も変更

してしまう。<中略> したがって、これを他の人たちに公表しなければならず、
システム的観点からその重要性を量らねばならない。 では、チームはどのよう

にして相互にコミュニケーションを図ればよいのか。出来るだけ多くの方法で行

うべきだ。」 
- Frederick P. Brooks, Jr1 

IT プロジェクトおよびソリューションは、人間の活動によって構築され展開されます。プロジェ
クトの各担当者がそれぞれの才能、能力、観点をチームに持ち寄ります。メンバ個々の能力

を最大限にひきだし、作業効率を最適化するには、情報を利用可能にして積極的に共有す

ることが必要です。これらの情報への広範なアクセスを提供するオープンなコミュニケーション

がなければ、チーム メンバは作業を効率的に実行したり、適切な意思決定をしたりすること
ができません。プロジェクトの規模や複雑さが増すにつれて、オープンなコミュニケーションの

必要性はより差し迫ったものとなります。必要となってから知るような基準でしか情報を共有し

ていない場合 (今までの基準)、これが見解の相違を招き、有意義なソリューションを提供す
るためのチームの能力を損なうことがあります。コミュニケーションが制限されている場合、最

終的に期待に添えない不適切なソリューションになってしまうことがあります。 
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MSF でのオープンなコミュニケーション 

MSF は、チーム内および主要なステークホルダーとのコミュニケーションについてのオープ
ンで包括的なアプローチを提案しています。これらは時間的な制限や特殊な状況など実際

的な制約に左右されます。情報の伝達が自由である場合、見解の相違や無駄な労力の生ま

れる恐れが減るだけでなく、各領域に属する情報を共有することによって、すべてのチーム 
メンバが、プロジェクトにかかわる不確実性の減少に貢献できます。 

MSF プロジェクト内では、さまざまな形式のオープンで包括的なコミュニケーションが行われ
ます。オープン コミュニケーションの原則は MSF チーム モデルの基本であり、チームモデ
ルの役割の責任の説明に統合されています。オープンなコミュニケーションをプロジェクトの

ライフサイクル全体で使用すると、顧客、ユーザー、運用担当者の積極的な参加が推進され

ます。積極的な参加は、MSF プロセス モデルの主要なマイルストーンの定義に、オープン
なコミュニケーション概念を導入することによっても支援されます。コミュニケーションが媒体と

なり、これにより共有ビジョンやパフォーマンス目標が確立、調整、実現されます。 

ビジョンを共有する 
「プロジェクトが本格的に始動する前に、開発チームのメンバーに共通の全体像

を作り上げなければならない。共通の全体像を持たなければ、高度なチームワー

クを発揮することは不可能だからである。75のチームについて調査した結果に
よれば、効率的に機能していたすべてのチームにおいて、メンバーはプロジェク
トの目的を明確に理解していたという。」 

— Steve McConnell2 

優れたチームは、明確で意気を高揚させるようなビジョンを共有しています。ビジョンはビジョ

ン記述の形式で表されます。ビジョン記述には簡潔に (1 ～ 2 段落以内)、ビジネスの方向
性や提案されたソリューションがビジネス上の価値の達成にどのように役立つかを示します。

長期的かつ境界のないビジョンにより、チームは不確実性に対する不安を克服し、現状にと

らわれることなく、あるべき状態を求めるように鼓舞されます。 

共有ビジョンがない場合、チーム メンバやステークホルダーのプロジェクト目標に対する見
解が一致せず、まとまりのあるグループとして活動することができない恐れがあります。整合を

欠く活動は無駄となり、チームを弱体化させる恐れがあります。チームが成果物を作成しても、

メンバがその成否を評価することは困難になるでしょう。成否の評価は、測定にどのビジョンを

使用するかによって異なるためです。 

共有ビジョンに向けて作業を行うには、チームの成功に必要なその他の多くの原則も利用す

る必要があります。エンパワーメント、説明責任、コミュニケーション、ビジネス価値への集中

の各原則は、ともすれば困難かつ大胆な仕事にもなり得る共有ビジョンの推進においてそれ

ぞれ重要な役割を果たします。Jim McCarthy と Michele McCarthy が、その著書『Software 
for Your Head』3で、プロジェクトチームに対して共有ビジョンに到達するためのロードマップ

を効果的に、繰り返し提供していることからもわかるように、ビジョンを共有することの必要性は

最高に重要なのです。 

MSF での共有ビジョン 

ビジョンの共有は MSF チームおよびプロセス モデルの主要な構成要素の 1 つであり、プ
ロジェクトの目標や目的を理解することの重要性を強調しています。すべての参加者が共有

ビジョンを理解し、この共有ビジョンに向かって作業すれば、(各々の役割の立場を示す)個々
の決定や優先事項を、ビジョンに示されるより大きなチーム目標に整合させることができます。
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MSF プロセス モデルの繰り返しの特性は、最終的なビジネス成果に向けてソリューションを
導く共有ビジョンを要求します。このビジョンがないと、ソリューションのビジネス上の価値はあ

りふれたものに曲がってしまいます。 

プロジェクトの共有ビジョンは、チーム作業の基盤となります。共有ビジョンの作成プロセスに

よって、目標が明確になり、仮定の間違いや不一致が明らかになるため、これらを解決するこ

とができます。共有ビジョンが合意されると、ビジョンはチームを駆り立て、すべての活動がプ

ロジェクト目標に向かって整合されます。また、成否を測定する方法も提供されます。共有ビ

ジョンを明確にして確約を得ることは非常に重要であるため、すべての MSF プロジェクトの
最初のフェーズの主目的となります。 

チーム メンバをエンパワーする 
「最も優れたチームでは、各人が力を発揮できる分野で、時に応じてリーダーシ

ップを発揮する。誰もが恒久的なリーダーではない。恒久的なリーダーは、やが

て仲間として扱われなくなり、チームメンバーとの相互作用は崩壊しはじめる。 

チームは、ネットワーク構造をしているのであって、階層構造ではない。」 
— Tom DeMarco and Timothy Lister4 

確実性が当たり前になっていて、各個人の貢献が予め定められ、何度も繰り返されているよう

なプロジェクトでは、エンパワーメントが進んでいないチームも生き残り成功することができま

す。ただし、このような状況においても、ソリューションの潜在的な価値は、すべてのチーム メ
ンバがエンパワーされている場合ほどには実現しないでしょう。エンパワーメントの欠如は、創

造性を減少させるだけでなく、志気を低め、優れたパフォーマンスのチームを形成する能力

を妨げます。賞賛や非難によって個人を孤立させる組織は、チームをエンパワーする基盤を

崩します。 

効果的なチームでは、すべてのメンバはそれぞれのコミットを達成するためにエンパワーされ、

他のチーム メンバもそうであると確信することができます。同様に、顧客はチームが約束を果
たし、それに応じた計画を立てるであろうと見なすことができます。エンパワーされたチームお

よびチーム メンバをサポートし奨励する文化を構築することは、簡単なことではなく、組織に
よるコミットを必要とします。『The Empowered Manager』5において、Peter Block はエンパワ
ーメントを「啓発された利己主義」と呼び、自らの目標を表現しそれに向かって自らを動かす

ような活動に対する自発的なコミットメントであると述べています。 

MSF におけるエンパワーされたチーム メンバ 

エンパワーメントは MSF に重大な影響を及ぼしています。MSF チーム モデルは、チーム
が対等でチーム メンバがエンパワーされているという概念を基礎にしています。エンパワー
されたチーム メンバは、プロジェクトの目標や成果物に対して、自分自身および相互に責任
を持ちます。エンパワーされたチームは、プロジェクト リスクやチーム レディネスの管理に対
する責任を受諾しているため、これらのリスクやレディネスを先回りして管理し、成功する確率

を高めます。 

スケジュールの作成と管理において、チームのエンパワーメントのもう一つの例を示します。

MSF ではボトムアップ スケジューリングを採用しており、作業を行う人は作業を終了させる
時期を確約します。この結果、チームが信頼を置き、サポートできるスケジュールが作成され

ます。MSFチームのメンバは、いかなる遅延も、発生がわかり次第すぐに報告されると確信し
ます。これにより、チームリーダが尻を叩くような役割を演じることから解放され、最も重要なと

きに手引きや手助けを提供できるようにします。進捗状況の監視はチーム全体にわたって分

散され、取り締まり活動を行うよりもメンバの協力を得られます。 
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説明責任（役割分担）を明確にし実行責任を共有する 
「各チーム メンバとチームとの関係を、前提とする役割および役割がもたらす
結果の観点から定義する必要があります。結局、すべてのチーム活動は個々の責

任と説明責任を前提にしていると言えます。」 
—Carl Larson and Frank LaFasto6 

プロジェクトの説明責任や実行責任が明確に理解されていないと、多くの場合、活動の重複

や成果物の不足などが起こります。これらはチームが機能不全に陥っている徴候であり、多く

の作業を行っても進歩を得ることができません。一方、プロジェクトが独裁的に実行される場

合、創造性は抑圧され、個人の貢献度は最小化され、チームのエンパワメントは失われます。

IT プロジェクトでは人材が最も重要なリソースであるので、これらは失敗の原因となります。 

説明責任が明確で実行責任が共有された機能横断チームの成功例は、Larson と LaFasto 
によって行われた徹底的な研究に詳しく文書化されています。7 彼らの研究によれば、説明
責任や実行責任が明確に理解されている場合、『誰が、何を、いつ、なぜ』に関する不確実

性が減少し、この結果、成果はより効率的で優れたものになります。 

MSF での説明責任および実行責任 

MSF チーム モデルは、チームの各役割がプロジェクトにおける固有の観点を表すことを前
提としています。それでもなお、プロジェクトの成功のためには、顧客や他のステークホルダ

ーはプロジェクトの状態、活動、最新の問題に関する情報を得るための単一の信頼できる情

報源を必要とします。このジレンマを解決するために、MSF チーム モデルでは、さまざまな
ステークホルダーへの明確な役割の説明責任とプロジェクトの全体的な成功に対する実行責

任のチーム全体にわたる共有とを組み合わせています。 

チームの各役割は、チームそのものに対して、およびそれぞれのステークホルダーに対して、

役割の品質目標達成に関する説明責任を負います。この意味で、各役割は最終的なソリュ

ーションの品質の持分に対して説明責任があります。同時に、「チームオブピアーズ」（team 
of peers。メンバが対等な関係にあるチーム）においては全体的な実行責任が共有されます。
どのチーム メンバも、プロジェクト失敗の原因となり得るためです これらは 2 つの理由によ
り相互依存しています。第 1 の理由は必要に迫られたもので、各々の役割の作業を隔離す
るのは不可能であるためです。第 2 の理由は好ましさによるもので、各役割が全体像を把
握していれば、チームはより効果的になるためです。この相互依存により、チーム メンバは各
自が直接説明責任を持つ領域外でも貢献するようになり、チーム全体の知識、コンピテンシ

ー、経験をソリューションに適用することができます。 

ビジネス上の価値に集中する 
「トーマス エジソンは経験に教えられて、商業的な問題と技術的な問題を結び
付けました。エジソンが最初に特許を取得した発明は 『電子投票レコーダー』 で、
議会で投票数をすばやく数えるために設計されました。しかし、彼が販売しよう

と議会の委員会にアプローチすると、議長は 『そのような製品は要らない』 と
答えました (このレコーダーは、神聖な議事妨害行為を邪魔するものであったた
めです)。エジソンのレコーダーは生産されることはなく、彼は『商用需要』の
ない発明には関心を向けなくなりました。」 

— Randall E. Stross8 

プロジェクトのビジネス上の価値の定義を省略したり、急いだりして慎重に行わない場合、プ
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ロジェクトの勢いを維持するのがおぼつかなくなったり、不確実になったりするなど、後の段階

でつけがまわってきます。目的のない活動を生産的な結果に向かわせるのは困難であり、最

終的にはチーム レベルおよび組織の勢いが失われます。この結果、納期を守れなかったり、
最低限の顧客要求さえも満たさない成果物を納めたり、プロジェクトが中止される恐れがあり

ます。 

ビジネスの改善に焦点を当てることにより、チーム メンバの活動はよりそれに専念するように
なるものです。『Thriving on Chaos』の著者である Tom Peters は、組織とチームは 「ビジネ
スマインド」 の風土を維持すべきであると頻繁に主張しています。9 多くの IT プロジェクトは
テクノロジの提供に焦点を置きますが、テクノロジはそれ自身のために提供されるのではあり

ません。ソリューションは目に見えるビジネス上の価値を提供するものでなければなりません。 

MSF でのビジネス上の価値の提供 

成功するソリューションは、組織または個人のどちらを対象としたものであっても、いくつかの

基本的なニーズを満たし、購入者に価値または便益を届けるものでなければなりません。ビ

ジネス上の価値に集中することを共有ビジョンと組み合わせることにより、プロジェクト チーム
および組織は、プロジェクトの存在意義と、組織に対するビジネス上の価値の点から成功を

測定する方法についての明確な理解を得ることができます。 

MSF チーム モデルでは、プロジェクト全体にわたって、顧客のビジネスに対する正しい理
解と顧客のアクティブな参加をベースにしてチームの意思決定を行うことを支持しています。

プロダクト マネジメント ロールおよびユーザー エクスペリエンス ロールは、チームへの顧
客およびユーザの代弁者として機能します。これらの役割は多くの場合、ビジネス メンバお
よびユーザー コミュニティによって実行されます。 

ソリューションは運用環境にすべて展開され、効果的に使用されて初めてビジネス上の価値

を提供します。このため、MSF プロセス モデルのライフサイクルには、ソリューションの開発
と運用環境への展開 (デプロイメント) の両方が含まれており、これによりビジネス上の価値
が確実に実現されます。チームにおける多方面のビジネス側の強力な代表と、プロセス全体

を通じたビジネスへの影響の明示的な集中を組み合わせることにより、MSF はプロジェクトが
テクノロジの公約を実現することを確実にします。 

俊敏であり続け、変化を予期する 
「俊敏(アジャイル)なマネージャは、不確実性が存在するにもかかわらず確実性
を要求するのは機能不全であることを理解しています。彼らは、創造性や革新性

が繁茂できるような境界をもたらす目標や制約を設定します。」 
—Jim Highsmith10 

古典的なプロジェクトマネジメント アプローチおよび 「ウォーターフォール」ソリューション提
供プロセス モデルは、IT プロジェクトにおいては一般的ではない、他の産業のような水準の
予測可能性を前提としています。しばしば、プロジェクトの結果も提供手段もよく理解されて

おらず、探査がプロジェクトの一部となってしまいます。組織は IT投資のビジネスへの影響を
最大化しようとすればするほど、新しい領域への冒険を行います。この新しい領域は本質的

に不確実であり、新しいニーズや方法における探査や実験の結果によって変化します。不確

実性が存在するにもかかわらず確実性を要求したり望むことは、少なくとも非現実的であり、

せいぜい機能不全です。 
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MSF での俊敏性 

MSFは ITプロジェクトの chaordic (カオディック) (Visa International の創業者で、前 CEO 
の Dee Hock によって作り出された無秩序(chaos)と秩序(order)の組み合わせを意味する新
語) 11 な本質を認めています。継続的な変化が見込まれること、ソリューション提供プロジェク
トをこうした変化から切り離すことは不可能であることが、根本的な前提となっています。純粋

に外部に起因する変化のほかに、MSF ではチームに対して、ステークホルダーやチーム自
体による変化も予期するようにアドバイスしています。たとえば、始めのうちはプロジェクト要求

を明確に表現することは困難である場合があり、参加者にとって可能性が明確になるにつれ

てプロジェクト要求の重大な変更に直面することがしばしばあります。 

MSFでは、変化を予期し、これに対処するために、チーム モデルとプロセス モデルの両方
が設計されています。MSF チーム モデルでは、新しい課題に対処するための俊敏性を促
進するために、すべてのチームの役割を主要な決定に関与させます。これにより、課題が重

要なすべての観点から調査されレビューされることを確実にします。MSF プロセス モデルで
は、繰り返し（イテレーティブ）アプローチでプロジェクトの成果物を構築することにより、各々

の漸進的な段階において、成果物の状態を明確に示します。チームはあらゆる変更の影響

をより容易に識別して有効に対処する、すなわち、便益を最適化しながらあらゆる負の副作

用を最小限に抑えることができます。 

最近では、俊敏性の原則や変化に対する準備を最大化することを狙ったいくつかのソフトウ

ェア開発アプローチが現れています。MSF ではこの考え方を共有し、必要に応じてこれらの
アプローチを適用することを奨励しています。MSF とアジャイル方法論については、後述し
ます。 

品質に投資する 
「品質向上は終わりのない旅路です。至高の品質の製品やサービスといったもの

は存在しません。品質はすべて相対的なものです。製品やサービスはそれぞれ、

日ごとに前よりも良くまたは悪くなっており、ひとところに停止してはいませ

ん。」 
—Tom Peters12 

品質または品質の欠如は、多くの方法で定義できます。品質は単に製品の安定性を直接反

映したものとみなすことも、納期、コスト、機能性の複雑なトレードオフとして見ることもできます。

どのように定義しようとも、品質は偶然生じるものではありません。企業が提供するすべての製

品やサービスに品質を組み込むためには、労力を明示的に割り当てる必要があります。 

多くの品質管理システムの書物、講習、理論、及びアプローチに見られるように、産業全体が

品質の追求を発展させてきました。有効な品質を促進するには、プロセス、ツールへの継続

的な投資、および品質を導く理念が必要となります。品質を向上するための取り組みには、

成果の慎重な評価や査定、すなわち測定を通じて、品質を製品やサービスに組み込むため

の定義されたプロセスなどがあります。これらのプロセスにおいて測定ツールを使用できるよう

にすると、構造および一貫性が増すことによってプロセスが強化されます。 

最も重要なことは、これらの取り組みによって、チームや個人が品質改善を中心に置く考え方

をするようになることです。品質改善の理念は、仕事、学習、エンパワーメントに誇りを持つと

いう人間の基本的な欲求を補完します。 

したがって、品質への投資は、プロセスやツールだけでなく人への投資になります。優れた品

質管理プログラムではこのことが認識されており、品質を企業文化に取り入れています。すべ

ての優れた品質管理プログラムでは、品質への継続的な投資が必要なことが強調されていま
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す。品質への期待は高まり続けており、ひとところに留まることは現実的な選択ではないから

です 

MSF での品質への投資 

MSF チーム モデルでは、テスト プロセスの管理に専念する役割を一つ設けている一方で、
チームの全メンバが品質に責任を持ちます。すべてのステークホルダーの期待に沿う品質水

準を実現するために、プロジェクトの期間全体にわたって、チームが必要な投資を行うことを、

テスト ロールは奨励します。MSF プロセス モデルでは、プロジェクトの成果物が漸進的に
生み出されレビューされるにつれて、テストで品質が作り込まれます。これは、プロジェクト ラ
イフサイクルの最初のフェーズから開始し、5 つのフェーズの各々において継続して行われ
ます。MSF プロセスモデルでは主要マイルストーンが定義され、テスト ロール及びステーク
ホルダーによって主導されてチームが確立した品質基準に対してソリューションを測定する中

間マイルストーンが提案されます。これらのマイルストーンでレビューを行うことにより、継続的

に品質に焦点を当て、必要に応じて中間修正を行う機会を提供します。 

製品やサービスに品質を組み込むための不可欠な要素として、学習環境の開発が挙げられ

ます。MSF では レディネス マネジメント 規範 を通じて学習の重要性を強調しています。
レディネス マネジメント 規範ではプロジェクトに必要なスキルを特定し、チーム メンバがこれ
らのスキルを獲得することをサポートしています。チームにふさわしいスキルの獲得は投資と

して表されます。生産的な作業時間から差し引かれた時間にクラスルーム トレーニング、教
育用ソフトウェア、指導者、コンサルティングにかかる費用を合計したものが金銭上のコミットメ

ントになります。レディネス マネジメント 規範では、スキルへの投資は品質の投資に変換さ
れるという信念に基づき、チーム スタッフへの正しいスキルの先行投資を奨励しています。 

すべての経験から学習する 
「過去を覚えていない人は、同じ過ちを繰り返します。」 

—George Santayana13 

IT プロジェクトの成功率がほとんど上昇していなことに着目し、また、失敗の主な原因が長年
変わっていないことを考慮すれば、我々は一つの産業として数々の失敗プロジェクトから学ん

でいないと言えそうです。限られたリソースときつい納期に直面しながら、学習する時間をとる

のは難しいことであり、チームとステークホルダー両方に対してそれを正当化するのはさらに

困難です。しかし、すべての経験から学ぶことができなければ、それらに関連するプロジェクト

結果と同様に、同じことを繰り返すことは確実です。 

技術面および非技術面でのベスト プラクティスを捕捉し共有することは、継続的な改善およ
び成功の基礎となります。その理由は次のとおりです。 

• ベスト プラクティスの捕捉と共有により、チーム メンバは他のメンバの成功や失敗の経験か
ら学ぶことができるようになります。 

• ベスト プラクティスの捕捉と共有は、チーム メンバが繰り返し成功するのに役立ちます。 

• ベスト プラクティスの捕捉と共有は、レビューや回顧などの手法を通じて、学習を制度化しま
す。 

学習環境を支援するプラクティスは多数あります。Peter Senge の『The Fifth Discipline: The 
Art and Practice of the Learning Organization』14は、学習する文化の創造に関する初期の文

献のうちの 1 冊です。彼の最近の著作 『The Dance of Change』15は、初期の研究をベース

にしており、個人とチームの演習、現場のマネージャやリーダーによる学習イニシアチブの維

持についての詳述、および十分にテストされた実践的なアドバイスが記載されています。 
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MSF でのすべての経験からの学習 

MSF では、学習を通じた継続的改善に焦点を置き続けることが、より大きな成功につながる
と考えています。あるプロジェクトから得た知識を、別の人が次のプロジェクトで利用できるよう

にすることにより、不適切な情報に基づく意思決定にまつわる不確実性が減少します。MSF 
プロセス モデル全体を通じて計画されたマイルストーン レビューにより、チームは中間点に
おける是正を行うことと、過ちの繰り返しを避けることができます。また、この学習結果の捕捉

と共有により、うまくいった経験からベスト プラクティスを作り出すことができます。 

MSFは、プロジェクトの結果からの、組織的あるいは企業レベルでの学習の重要性を強調し
ており、プロジェクトの成功だけでなく成功に貢献したチームやプロセスの特性を文書化する、

外部のファシリテータによるプロジェクトのポストモーテム（postmortem。事後検証）を推奨して
います。複数のプロジェクトから得られた教訓をオープン・コミュニケーションの環境内で共有

すると、本質的に後ろ向きで非難の文化における場合とは対照的に、チーム メンバ間での
相互作用が前向きに、問題解決の方向に推進されます。 

MSF のモデル 
MSF モデルは、ITプロジェクトの 「人とプロセス」 の側面への上述した基本原則の適用を
表したものです。「人とプロセス」は、プロジェクトの成功に大きな影響を与える分野です。

MSF チーム モデルおよび MSF プロセス モデルは、役割群を中心としたプロジェクト チ
ームの論理的な編成およびプロジェクト ライフサイクル全体のプロジェクト活動を視覚的に示
した枠組みです。これらのモデルは、基本原則を具体化したもので、中核となる規範を組み

込んでいます。これらの詳細は主要コンセプトにより洗練されており、プロセスは実証済みの

プラクティスおよび推奨事項を通じて適用されます。各モデルを詳述していくと、基盤となる

原則や規範を認識することができます。 

MSF チーム モデル 
MSF チーム モデルは、相互に依存する多分野の役割の中で、 IT プロジェクトにおいて活
動するチームオブピアーズの役割と責任を定義します。以下の図は、このモデルを論理的に

描いたものです。 
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図2: MSF チーム モデル 

MSF チーム モデルでは、ITプロジェクトが成功したと見なされるには一定の主要な品質目
標を達成する必要があると考えられています。各目標に到達するには、それぞれに異なった

関連スキルや知識領域を適用する必要があり、各々のスキルと知識領域はチームの役割群 
(一般に縮めて役割と呼ばれます) に盛り込まれています。関連スキルと知識領域は職能領
域と呼ばれ、各役割の分野（ドメイン）を定義します。例えば、プログラムマネジメント役割群は、

プロジェクトマネジメント、ソリューション アーキテクチャ、プロセス保証、管理サービスの職能
領域を含みます。これらの役割は、それらを集めた全体として、プロジェクトのすべての成功

基準を満たすために広い範囲にわたります。したがって、1 つの役割での目標達成の失敗
が、プロジェクトを危険にさらします。このため、このチームオブピアーズでは各役割が等しく

重要であると見なされ、主要な決定は、各役割が担当分野において固有の観点で貢献しな

がら共同で行われます。目標と役割の関連付けを以下の表に示します。 

Table 1: MSF チーム モデルと主要な品質目標 

主要な品質目標  MSF チーム 役割群 

プロジェクトの制約を満たしつつ遂行する プログラムマネジメント 

仕様を満たすように構築する 開発 

問題を識別し対処した上でリリースする テスト 

円滑に展開し継続的な運用のために充分に準備す
る 

リリースマネジメント 

ユーザーの有効性を高める ユーザー エクスペリエンス 

顧客を満足させる プロダクトマネジメント 

MSF チーム モデルは、これらの目標を達成することに焦点を置いた、エンパワーメントされ
たチームワークおよび ITプロジェクトのための業界のベストプラクティスを編集したものです。
その後、MSF チーム モデルは、活動の概略を示し、チームによって作成される特定の成果
物を作り出すために MSF プロセス モデルにおいて適用されます。これらの主要な品質目
標は、チームを定義するとともに駆動します。 

１つの役割を 1人が担当するとは限りません。複数人が 1 つの役割を担当することも、1 人
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の担当者が複数の役割を担当することもできます。例として、モデルを小規模のプロジェクト

のためにスケール ダウンする場合が挙げられます。MSF チーム モデルの採用で重要なこ
とは、すべての品質目標がチームの中で代表され、プロジェクトの様々なステークホルダーが
チーム内で誰がその品質目標に説明責任を持つかを把握できるようにすることです。 

MSF チーム モデルでは、職能チーム と製品機能チーム という 2 つのサブチームの種類
を定義することにより、この役割の組み合わせを使用して規模を拡大し、大人数の大規模プ

ロジェクトをサポートする方法を説明しています。職能チームは、職能上の役割によって編成

される単一専門分野のサブチームです。開発の役割はしばしば、1 つまたは複数の職能チ
ームによって充当されます。もう 1種類の製品機能チームは、ソリューションの特定の機能ま
たは能力を構築するために作られる、多分野にまたがるサブチームです 

MSF チーム モデルは、MSF の中でおそらく最も特徴的な側面です。チーム モデルの核
となっているのは、ITプロジェクトは本質的に異なり、しかもしばしば並行するさまざまなステ
ークホルダー(運用、ビジネス、ユーザーなど)の品質に対する視点を抱擁する必要があると
いう事実です。MSF チーム モデルはこの多様な考え方を融合することを促進し、そのため
ITプロジェクトは IT 活動だけにとどまらないことを認識します。 

MSF チーム モデルの詳細については、
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/productinfo/enterprise/msf/ にある MSF チー
ム モデルのホワイト ペーパーを参照してください。 

MSF プロセス モデル 
どのプロジェクトもライフサイクルをたどります。ライフサイクルとは、完成および運用への移行

までにプロジェクトにおいて行われるすべての活動を含むプロセスです。ライフサイクル モデ
ルの主な機能は、プロジェクト活動の実行順序を確立することです。適切なライフサイクル モ
デルはプロジェクトの流れを整え、各ステップによってプロジェクトが成功裏に完成に近づくの

を支援します。MSF プロセス モデルのライフサイクルの概要を以下に示します。  

 
図3: MSF プロセス モデル 

MSF プロセス モデルは、古典的なウォーターフォールと、スパイラル モデルの概念を組み
合わせて、それぞれの強みを生かしています。プロセス モデルは、ウォーターフォール モ
デルのマイルストーンに基づいた計画の便益と、スパイラル モデルのプロジェクト成果物を
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増分的に繰り返し作成することの便益を組み合わせています。 

MSF プロセス モデルはフェーズおよびマイルストーンに基づいています。あるレベルでは、
フェーズはそのフェーズに関連した成果物を作成するために、特定の活動が強調された単

純な期間として捉えることができます。しかし、MSF フェーズはこれだけではありません。各フ
ェーズにはそれぞれ独自の明確な特徴があり、各フェーズの終了はプロジェクトのペースや

焦点の変化を表します。フェーズは、探査上の、調査の、創造的で、専心的な、かつ規律的

なものとして継続的に見なし得ます。マイルストーンは、フェーズの目的が達成されたかどうか

を判断するための、レビューと同期のポイントです。マイルストーンは、顧客要件またはビジネ

ス要件の変更を反映し、プロジェクト期間中に突如発生するリスクや課題に適応するために、

プロジェクトのスコープを調整する明示的な機会をチームに提供します。また、マイルストーン

は各フェーズを終結させ、多くの活動を指揮する責任の移動を可能にし、チームが次のフェ

ーズの目標によりふさわしい新しい立場を取ることを奨励します。終結は、チームが各フェー

ズで作成する具体的なアウトプットによって、およびチームと顧客がそれらの成果物について

の合意に達することによって示されます。終結およびそれに関連するアウトプットは、次のフェ

ーズの開始点となります。 

MSF プロセス モデルでは、チームは顧客の要請に応え、必要に応じてソリューションの途
中での変更に対処することができます。また、最初に最も優先順位の高い製品機能に集中し、

比較的重要度の低い製品機能をその後のリリースに移すことによって、チームは他のモデル

よりも早く、ソリューションの主要部分を提供することができます。プロセス モデルは MSF の
柔軟な構成要素であり、プロジェクトの制御を改善し、リスクを最小化し、製品品質を向上させ、

開発スピードを向上するために使用され成功を収めてきました。MSF プロセス モデルは 5 
つのフェーズによって高い柔軟性が実現されているため、アプリケーション開発、インフラスト

ラクチャの展開、またはこれらの組み合わせなど、あらゆる ITプロジェクトで使用できます。 

MSF プロセス モデルの詳細については、
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/productinfo/enterprise/msf/ にある MSF プロ
セス モデルのホワイト ペーパーを参照してください。 

MSF プロセス モデルと MSF チーム モデルの統合は、これらが組織において効果的に実
装された場合には、プロジェクトを成功させるための非常に優れた組み合わせとなります。両

者の組み合わせは、組織文化、プロジェクトの種別、および個人の強みの独自性を考慮に入

れた、柔軟性が高く定義済みであるプロジェクトの成功へのロードマップを提供します。 



20  Microsoft Solutions Framework version 3.0 の概要
 

MSF の規範 
MSF の規範 (プロジェクトマネジメント、リスクマネジメント、および レディネスマネジメント) 
は、具体的な一連の手法、用語、アプローチを用いるプラクティスの領域です。これらの規範

は、MSF チーム モデルおよびプロセス モデルを最適に機能させるために重要です。これ
らの起源はMSFの外部にあります。これらは業界内でうまく文書化されており、包括的な知
識体系によって支援されています。MSF はその基本原則およびモデルに整合した特定の
規範を取り入れ、フレームワークの他の要素を補完するために、必要に応じてこれらを適合さ

せています。一般に、MSF はこれらの規範を完全に作り直そうとはせず、MSF の環境にお
いて適用するときにこれらをどのように適合させるかを強調しています。規範は MSF と 
MOF で共有されており、将来的には追加の規範が導入されることも有り得ます。 

MSF プロジェクトマネジメント 規範 
MSF では、プロジェクトマネジメントに対して、チーム内に分散するアプローチをとっており、
このアプローチは上述の基本原則およびモデルに関連しています。MSFでは、プロジェクト
マネジメント プラクティスにより、説明責任が改善されるだけでなく、小さなプロジェクトから非
常に大規模で複雑なプロジェクトに至るまでの広範なプロジェクトのサポートが可能になりま

す。 

MSF プロジェクトマネジメント規範は、ITプロジェクトの分野において、主要なプロジェクトマ
ネジメントの知識体系を取り入れ、またこれに整合しています。これには Project Management 
Institute (PMI®)、International Project Management Association (IPMA)、および Prince2™ 
(PRojects in Controlled Environments) などがあります。これらの組織は強固な基盤を持って
おり、プロジェクトマネジメントの広範な規範についての、一般に受け入れられているベスト 
プラクティス、標準、および認定を広い範囲に提供しています。 

MSF プロジェクトマネジメント規範 を形成するプロジェクトマネジメントへの MSF のアプロ
ーチには、いくつかの独特の特徴があります。その一部を以下に示し、続いて詳しく説明しま

す。 

• プロジェクトマネジメントは、広く認められた知識領域および活動の集合に具現化された規範
であり、役割や肩書きとは対照的です。 

• 一般に「プロジェクト マネージャ」と呼ばれる役割の主な責任は、MSF プログラムマネジメン
ト役割群に内包されています。 

• MSF チームの規模拡大を必要とする大規模プロジェクトでは、プロジェクトマネジメント活動
は複数のレベルで発生します。 

• 一部の非常に大規模な、または複雑なプロジェクトでは、専任のプロジェクト マネージャまた
はプロジェクトマネジメントチームが必要です。 

• MFS では、総意による意思決定など、役割の対等性により焦点が当てられています。これに
対し、多くの古典的なプロジェクトマネジメント手法では、プロジェクト マネージャを、チームの
他のメンバへのコントロールや権限を持つ主な意思決定者として強調しています。MSF では、
計画やスケジューリングなどのプロジェクトマネジメント活動は、最も適切なロールに委任され

ています。 

MSF は、成功する ITプロジェクトのフレームワークとして、プロジェクトマネジメントは、チーム
でたった一人の個人に属する責任と活動をリードチームのすべてのメンバおよび MSF プロ



Microsoft Solutions Framework version 3.0 の概要 21
 

グラムマネジメント役割群に拡張することによって達成されるということを認めています。これら

の活動や責任の必要性がチーム内に広く分散されるほど、高度に協働的で自己管理的なチ

ームを作り上げる能力が高くなります。ただし、多くのプロジェクト マネージャの活動および
責任は、MSF プログラムマネジメント役割群に内包されています。この役割群は、プロジェク
トのプロセスや制約、およびプロジェクトマネジメントの規範の主要な活動に集中します。 

小規模プロジェクトでは、この職能に関するすべての責任が、通常、プログラムマネジメント役

割群の 1 人の担当者によって処理されます。プロジェクトの規模が大きくなり、複雑さが増す
につれ、プログラムマネジメント役割群は 2 つの専門分野に分割されることになるでしょう。1 
方はソリューション アーキテクチャと仕様を扱い、もう 1方はプロジェクトマネジメントを行いま
す。複数のチームまたはチーム レイヤを必要とするプロジェクトの場合、プロジェクトマネジメ
ントの活動は、規模を調整して、任意の単一チームまたは集合チームを効果的に管理するこ

とができるように設計されます。この場合、いくつかの特定のプロジェクトマネジメント活動を複

数のレベルで実行する必要があるかもしれません。その他の活動は、特定のチーム内または

プロジェクトとチーム全体のレベルに含まれます。プロジェクトマネジメントの責任の正確な分

散の具合は、プロジェクトの規模と複雑さに大きく依存します。 

MSF プロジェクトマネジメント規範 の包括的な説明、および PMI の PMBOK® と MSF 
プロジェクトマネジメント規範 に関するホワイト ペーパーについては、
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/productinfo/enterprise/msf/ を参照してくださ
い。 

MSF リスクマネジメント規範 
ITプロジェクトは、組織の新規ビジネスや新しい技術領域への参入を支援するために、投資
が回収されるという期待のもとに組織によって実行されます。リスクマネジメントは、ITプロジェ
クトにつきものである不確実性への対処です。つきものである不確実性とは、避けることので

きないリスクを意味します。ただし、リスクを認識および管理するために、創造的な機会の追及

を妨げなければならないわけではありません。多くの ITプロジェクトは、リスクを効果的に管理
できていなかったり、リスクマネジメントがプロジェクトの成功に必要だと考えていなかったりし

ますが、MSF は、リスクマネジメントをプロジェクトの成功を可能にするものとして使用します。
MSF では、リスクマネジメントを、プロジェクト ライフサイクルに統合してすべての役割の作
業で具現化する必要のある、MSF の規範の 1 つであると考えています。リスクに基づいた
意志決定は、MSF の基本です。MSF では、リスクをランク付けして優先順位を決めることに
よって、リスクマネジメントプロセスが過度な負担になることなく、効果的であることを確実にし

ます。 

事前対処的なリスクマネジメントは、プロジェクト チームが、リスクマネジメントのための定義さ
れた目に見えるプロセスを持つことを意味します。プロジェクト チームは、うまくいかない恐れ
のある事柄の初期査定を行い、対処が必要なリスクを決定し、そのための戦略 (対応計画) 
を作ります。査定活動はプロジェクト全体を通して継続され、すべてのフェーズの意思決定に

反映されます。識別したリスクは、それらの対応計画の進捗と共に、解決されるか、問題にな

り問題として処理されるようになるまで追跡されます。以下に、事前対処的なリスクマネジメント

プロセスを示します。 
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図 4: MSF リスクマネジメント プロセス 

この 6 つのステップのリスクマネジメント プロセスは、役割の責任の定義を通してチーム モ
デルと統合され、指定された活動およびマイルストーン成果物を通してプロセス モデルと統
合され、プロジェクト リスクマネジメントへの包括的なアプローチを形成します。プロセスは学
習ステップで終結します。これは、将来のレビューや分析のために、プロジェクト リスク、最小
化およびコンティンジェンシー計画、実行された活動を捕捉し記録する活動です。リスク関連

情報のナレッジ ウェアハウスは、過去のプロジェクトの知識を利用し、その上に構築する学
習する組織を作る上で不可欠です。 

MSF のリスクマネジメントへのアプローチは、どの帳票が記入されたかではなく、何が別の方
法で行われたかによって成功が測定される、という点に特徴があります。多くのプロジェクトで
は、リスクマネジメントは口先だけで、最初の通り一遍のリスク査定の後はまったく無視されて

いるか、官僚的な儀式として考えられています。MSF では負荷のかかりすぎるプロセスは避
けていますが、リスクマネジメントをプロジェクトの意思決定の中心に置いています。 

MSF レディネスマネジメント規範 
Microsoft Solutions Framework の レディネスマネジメント規範 では、レディネスを、「組織
内の個人の現在の知識、スキル、能力 (KSAs) のこれらの要求される水準に対する測定」と
して定義しています。測定にあたっては、ソリューションの計画、構築、管理についての実行

中のプロセスにおける任意の地点での、個人の実際のあるいは認知された能力が考慮され

ます。 

レディネスは、組織、チーム、個人など様々なレベルで測定することができます。組織レベル

では、レディネスは、現在の個々の能力を集計したものを参照します。この情報は、IT投資の
採用および実現の成功のために、戦略計画および能力評価の両方で使用されます。レディ

ネスマネジメントの指針は、プロセス改善や組織的なチェンジマネジメントなどの領域に適用

されます。 

ただし、MSF レディネスマネジメント規範は、プロジェクト チームのレディネスに対象を絞っ
ています。プロジェクトの実行およびソリューションの採用のために必要な知識、スキル、能力

の定義、査定、変化、評価を行うための指針とプロセスを提供します。 

プロジェクト チームにおいてある特定の役割を実行する個人はそれぞれ、その役割のすべ
ての主要な職能を満たす能力を備えていなければなりません。個人のレディネスは、各チー

ム メンバが割り当てられた役割に要求される責務を果たすために必要な知識、スキル、能力
に対する、現在の状態の測定です。レディネスマネジメントは、チーム メンバが実行する必
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要のある仕事に対して完全に適格であることを確実にすることを意図しています。 

 

      
図 5: MSF レディネスマネジメント規範 

MSF レディネスマネジメント規範 は、オープンコミュニケーション、品質への投資、学習の諸
原則を反映しています。この規範は、プロジェクトが本質的に、それが提供される環境だけで

なくそれを開発する環境をも変化させることを認識しています。将来の状態に事前対処的に

備えることにより、組織は、プロジェクトの究極の約束であるビジネス バリューのより早い実現
だけでなく、より良い提供のために、自らを置くことができます。 

Microsoft における MSF の使用 
Microsoft Solutions Framework は、Microsoft Windows® Engineering Services and 
Solutions (WESS) の一部として、管理および保守されています。MSF は最近、マイクロソフ
トコンサルティングサービス(MCS ; Microsoft Consulting Services) から WESS に移管され
ました。これは、対象範囲を MCS サービスを超えて拡張し、MSF の原則を Microsoft の
製品ドキュメント、ソリューション アクセラレータ、及びサービスオファリングに計画的に組み
込むためです。 

Microsoft 製品グループおよびサービス部門での MSF  
Microsoft 製品グループでは、さまざまな情報源から収集した、実証済みのプラクティスのコ
レクションを活用し、ほとんどの Microsoft 製品の開発に適用されています。MSF は、
Microsoft 製品グループにおいて、主として、製品、サービスオファリング、及びソリューション 
アクセラレータのソリューション提供の文書化を構造化および拡張するために利用されていま

す。 

製品グループは、 MSF をレビューすれば、MSF と自らの仕事の仕方との類似点を確認で
きます。彼らはまた、MSFが顧客にとってより適切なように拡張されていても、その基礎は基
本的に同じであることも認めています。Microsoft 製品グループの従業員は、稀に使用して
いるプラクティスを MSF と呼ぶこともありますが、たいていは名前を付けることはありません。
それらは単にMicrosoftのやり方なのです。 

Microsoft Services (マイクロソフトのサービス部門)、特にマイクロソフトコンサルティングサー
ビス (MCS：Microsoft Consulting Services) は、その IT ソリューションの提供に関するプロジ
ェクトの構造を定義する際に、および顧客と共有する知識ベースとして、MSF を正式に使用
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します。事実、MSF はこれらの目的のためだけに、長年 MCS によって維持されてきました。
このように普遍的な適用を備えているため、MSF はコンサルティング ファームのさまざまな
ニーズに効果的に応えることができます。また、多くの Microsoft 認定パートナーはMSF を
導入し、それぞれの目的に応じて拡張しています。 

MCS のプロジェクトが、(品質保証レビューなどのように)ソリューション提供ライフサイクル全
体にはわたらない特定のサービスを提供する場合、コンサルタントは MSF の各要素を適宜
選んで使用します。MCS がプロジェクトをリードしない場合 (例えば独自のプロジェクト方法
論を持つ、他のコンサルティング ファームの下請けの場合など)、MCS はこの環境の中で仕
事をし、選択された方法に準拠しつつ、適用可能な箇所で MSF の利用を通じて価値を付
加します。多くの混合プロジェクト チームは、プラスの効果およびチームのパフォーマンスを
最大化するために、MSF と特定の手法をどのように組み合わせて使用できるかについて、
明確に論議するでしょう。Microsoft Servicesが提供するサービス運用改善プロジェクトでは、
MSF を使用してプロジェクトを構築し、Microsoft Operations Framework (MOF) 内の知識ベ
ースを利用して改善を実現します。 

Microsoft の他の場所での MSF 
製品グループの外部では、Microsoft 内部の様々なビジネス ラインにおける各種 ITサービ
スおよびソリューションの提供ために、MSF が幅広く採用されています。Microsoft Services
では上述したように MSF が幅広く利用されていますが、OTG (Operations and Technology 
Group、マイクロソフトの社内 IT部門)、Microsoft Training and Certification (マイクロソフトが
認定するトレーニングと資格制度を運営する部門)、世界中のビジネス オペレーション、更に
はMicrosoft Research (マイクロソフトの研究所)のいくつかのチームにおいても同様に利用さ
れています。 
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MSF の実装 
テクノロジは、組織をより効果的に大きく変化させ、以前には不可能だった新しい機会を可能

にする潜在力を持っています。多くの組織はテクノロジに自らの変化を依存していますが、競

争優位はどのテクノロジを使用するかだけでなく、テクノロジをどれだけうまく使用するかによ

っても得ることができます。MSF はこの変化を通して、チームの手引きに役立ちます。 

ステークホルダーの適切な支援、トレーニング、メンタリングがある場合、MSF を少数の IT ソ
リューションに導入することは簡単です。導入に際して反復アプローチを取ることにより、目標

が達成しやすくなり、チームは進みながら学ぶことができます。 

しかし、MSF を組織的に導入することは過酷な活動であり、リーダーシップの支援と注意深
いプランニングを必要とします。この取り組みは、個人の習慣と組織文化の変化を伴います。

これは、新しいソリューションの導入と多くの点で似ているため、多くの MSFのテクニックを 
MSF そのものの導入に適用できることは、驚くことではありません。これには、明確なビジョン、
類似した役割の代表、バージョン分割されたリリース、リスクおよびレディネスマネジメント、経

験からの学習などが含まれます。Microsoft は、これが示す課題を認識しており、MSF を導
入する組織にトレーニングおよび支援を提供する多くのチャネルを設定しています。 

MSF の学習 
以下のリソースを介して MSF について学習することができます。 

• MSF リソース キットの 
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/productinfo/enterprise/msf/ にある、コア MSF 
ホワイト ペーパー。ホワイト ペーパーを読む順序は以下を推奨します。 

○ Microsoft Solutions Framework Version 3.0 の概要 (本書) 

○ MSFチームモデル 

○ MSFプロセス 

○ MSF プロジェクトマネジメント規範 

○ MSF リスクマネジメント規範 

○ MSF レディネスマネジメント規範 

• TechNet および MSDN® で入手可能な、テクノロジ固有の MSF 関連記事および製品ドキ
ュメント。 

• MSF Practitioner によって行われる MSF トレーニング。MSF トレーニングの推奨プロバイ
ダは Microsoft Gold Partners for Learning Solutions で、以下のコースが提供されています。 

• 1846A: MSF Essentials。受講者に MSF の原則、モデル、規範、および実証済みプラクティ
スを紹介する 3 日間のコース。 

MSF の使用 
MSF について更に学習した後、自らの組織に MSF を実装したいと考えるかもしれません。
最初は MSF を少数のプロジェクトに適用すれば、組織的な導入はより容易になります。同
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様に、たとえ少数のプロジェクトだけであっても、MSF をうまく利用している組織は、最初のプ
ロジェクト終了後も長期にわたって、能力の高いチーム、内部での共有、リーダーシップ、お

よびメンタリングの機会を享受し続けています。 

MSF に関するリーダーシップ、指導、メンタリングは以下のリソースから利用できます。 

• マイクロソフトコンサルティングサービスおよび Microsoft 認定パートナーの MSF認定技術
者(MSF Practitioner)によって提供される MSF コンサルティング サービス。MSF認定技術
者の有資格者一覧については、http://www.microsoft.com/msf/ を参照してください。 

• マイクロソフトコンサルティングサービスおよび Microsoft 認定パートナーのMSF認定技術者 
によって提供される、MSFに沿って構成されたテクノロジに特化したMicrosoft Service 
Offering およびソリューションアクセラレータ。 

まとめ 
Microsoft Solutions Framework (MSF) は、ITプロジェクトの成功に必要不可欠な主な領域、
すなわち人とプロセス、に組織が対処するのに役立つ、強力なツールです。MSF は 
Microsoft とそのパートナーおよび顧客の実際のプロジェクトを起源としており、ITプロジェク
トの主な失敗要因の回避に役立つことが分かっている定義済みの一連の原則、モデル、規

範、概念、および実証済みのプラクティスの適用の手引きを提供します。  

このホワイト ペーパーでは、MSF の基本原則、中核となるモデルおよび規範の概要を紹介
し、特定のトピックに関するより詳細な追加資料の参照先を示してきました。さらにMSF とそ
の他の業界の方法論や標準との関連について説明し、推奨する手引きとともに、組織に 
MSF を導入および実装するアプローチを推奨しました。 

詳細については、以下を参照してください。 

Microsoft Solutions Framework: 
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/productinfo/enterprise/msf/ 

Microsoft Operations Framework: 
http://www.microsoft.com/japan/technet/itsolutions/techguide/mof/default.mspx 
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付録 : MSF、業界標準、および方法論 
MSF は多くの組織において、ソリューション提供の成功率と品質を改善するために、業界標
準や方法論の採用に左右されることなく、成功裏に使用されてきました。しかし、MSF はフレ
ームワークとして、既に組織に導入済みである業界標準や方法論と共存し、それらを支援お

よび補強します。MSF の基本原則は、特定の方法論が MSF と両立できるかどうかを判断
するのに好都合です。類似した原則を持つ方法論は、通常うまく適合します。 

多くの組織は、いくつかの異なる業界標準や方法論を経験しています。比較的よく普及して

いる業界標準および方法論の一部を、重要な点および MSF との類似点および相違点の短
い説明とともに以下に示します。このセクションは、完全な比較を提供することを意図したもの

ではなく、単に MSF と各方法論または標準との関係を紹介するものです。 

MSF の目標は、柔軟性へのニーズと約束の迅速な達成、費用の管理、およびリスクの最小
化とをバランスしつつ、高品質のビジネス主導の IT ソリューションを成功裏に提供することで
す。以下に示す業界標準および方法論はそれぞれ、固有の適用があり、固有の目的に合い、

特定の対象領域に制限されています。それぞれの目標は MSF の目標とは異なります。 

このため、Microsoftは、まずその組織が改善しようとしている特定の領域を把握することなし
に、なんらかの業界標準や方法論の使用を明示的に支持または推奨することはしません。業

界標準や方法論の採用によって組織は恩恵を享受できますが、最初に標準や方法論の目

的が組織のビジネス目標と適合することを確認しておかないと、問題が発生することがありま

す。 

MSF と Software Engineering Institute (SEI) Capability Maturity Model 
Integration (CMMI) 

Capability Maturity Model® Integration (CMMI®) は、システムとソフトウェアの規範を 1 つ
のプロセス改善フレームワークに統合する協働的な取り組みです。CMMI のモデルは、
Capability Maturity Model for Software (SW-CMM®)、Systems Engineering Capability Model 
(SECM)、および Integrated Product Development Capability Maturity Model (IPD-CMM) の
ベスト プラクティスの上に構築され、拡張されています。CMMI の主たる焦点は、プロセス改
善の支援、品質プロセスのガイド、主要プロセス領域(KPA: key process areas)における現行
の慣行を評価するための基準の提供のためのモデルの適用です。CMMI は、ソフトウェア開
発の専門家によって使用されるプロセスの成熟度をモデル化し、定義し、測定する手段を提

供します。また、組織に、ソフトウェア プロジェクト プロセスを比較するためのベンチマークだ
けでなく、ソフトウェア プロジェクト プロセスを改善するための指針を提供するように作られて
います。 

MSF プロセス モデルは有意義な領域におけるプロセス改善のための手引きや実証済みの
プラクティスを提供しますが、MSF そのものは本質的にプロセス中心というわけではありませ
ん。MSF は、プロジェクトの成功率を向上させるための柔軟なアプローチとして設計されて
おり、ビジョン化、チーム運営、リーダーシップなどの非プロセス要素が含まれています。MSF 
は、効果的なプロセスを通じて実現する優れた ITプロジェクト チームを作ることに焦点を当
てていますが、MSF では CMM のような組織改善や組織プロセスの確立は扱いません。 

CMMI と MSF は、継続的に改善し、すべての経験から学習して、継続的にベスト プラクテ
ィスを洗練するという同じ目標を共有しています。どちらも、他方にないプラクティスを捕捉し

ますが、両者の内容には重複があります。CMMI は、そのプロセス成熟度の定義された段階
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を通じて、現行のプロセスをベンチマーク モデルと比較するように設計された、規定された
評価手法を使用します。MSF は、組織のプロセスの能力や成熟度を測定または査定するこ
とを意図しているわけではありませんが、CMMI の意図に沿うように組織の能力成熟度を発
展させようとする組織にとって、非常に有効で柔軟なフレームワークであることが証明されて

います。 

CMM の詳細については、Paulk et. al の著書『The Capability Maturity Model, Guidelines 
for Improving the Software Process』を参照してください。 

MSF およびアジャイルソフトウェア開発方法論 
リーン開発、エクストリームプログラミング(XP)、アダプティブソフトウェア開発などのアジャイル
方法論は、予測的に対して適応的、個人/チーム中心、反復型（イテレーティブ）、フィーチャ
ードリブンおよび成果物ドリブン、コミュニケーション集約型で、ビジネスの直接的な巻き込み

を要求するプラクティスを含むソフトウェア開発アプローチです。これらの属性を MSF 基本
原則と比較すると、MSF とアジャイル方法論は、原則と実践の両方において、高度の適応性
を必要とする環境でのソフトウェア開発に非常にうまく沿っています。  

しかし、MSF にはこれらのアジャイル方法論に比べてより広い領域が含まれています。アジ
ャイル方法論はソフトウェア開発に特化しており、探査および漸進的な要求獲得が適応性の

高いアプローチとして適している、不確実性の高いプロジェクトにおいて最適であると考えら

ます。MSF では、アジャイル方法論が適切な場合、そのプラクティスを簡単に組み入れられ
るアプローチを後押ししている一方で、より大きな利益をもたらすことのできる、プロセス最適

化のための高度な構成を持つプロジェクトにも対応可能です。 

MSF はまた、広い範囲のプロジェクト課題に対処します。アジャイル方法論は、プロジェクト 
ライフサイクルの設計および開発フェーズで最も役立ち、主としてこれらのフェーズに適用さ

れるプラクティスを展開します。MSFは既にこれらのプラクティスをソフトウェア開発プロジェク
トに組み込んでいますが、さらに入念なビジョン化プロセスを通じた、ビジネス上の価値を計

画的に捕捉し、文書化し、そして定義する活動をその前に追加しています。同様に、MSF は、
ソフトウェアの開発から運用への移行を含む、実装の後のフェーズを追加しています。 

MSF とプロジェクトマネジメントの知識体系 (PMBOK: Project Management Bodies 
of Knowledge) 

プロジェクトマネジメントの規範は、エンジニアリング、製薬、建設などの成熟産業を起源とし

ており、それぞれ独自の知識体系を持つ、全国的および国際的に認知されたプロジェクトマ

ネジメント団体をいくつも産んできました。Project Management Institute (PMI®)、International 
Project Management Association (IPMA)、PRINCE2 などがその一例ですが、これらは皆、組
織にプロジェクトマネジメントの標準的なアプローチを提供します。 

MSFは、あらゆるプロジェクト チームにとって不可欠のコンピテンシーとして、これらの一連
の知識体系と関連するスキル、ツール、テクニックを取り入れています。これらのスキルの IT
プロジェクトの成功における重要性を鑑み、MSF はチーム全体にプロジェクトマネジメント活
動を行き渡らせることを奨励します。プロジェクトマネジメントの実行責任を共有する点は、

MSF を他の方法論（プロジェクト マネージャがしばしばプロジェクトの「全てを担う者」と同義
語であるような、一般にプロジェクトマネジメントに対して「トップダウン」アプローチを規定する

もの）から差別化する主要なポイントです。対照的に、MSF チーム モデルの多くの領域にわ
たる役割にまたがってプロジェクトマネジメント活動を分散させると、チームオブピアーズのバ
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ランスが維持されます。 

前述した MSF プロジェクトマネジメント規範 は、PMBOK の影響を受けています。しかし、
MSF プロジェクトマネジメント規範 はフレームワーク全体の 1 つの構成要素であり、MSF
そのものではありません。MSFは、完全なフレームワークとして、ソフトウェア アーキテクチャ
設計の手引きなど、これらのプロジェクトマネジメントを超える他の知識領域も追加しています。

MSF 自体も、前述したようにMicrosoft Operations Framework (MOF) として具体化された運
用管理のプラクティスを含む、Microsoft Enterprise Services Framework というより大きなフレ
ームワークの一部です。 

MSF と国際標準化機構 (ISO) 
ISO 9000 標準ファミリは、組織が顧客の品質要求を満たす製品またはサービスを、確実か
つ継続的に提供できるようにするための、良いマネジメント慣行についての国際的な合意を

表します。これらの優良な慣行は製造業と工程管理に起源があり、業務内容、規模、民間/公
共部門の別に関係なく、すべての組織で使用可能な、品質マネジメントシステムにおける一

連の標準化された要求事項にまとめられています。 

ISO 9000 は、ビジネス プロセスを管理するための、体系的なアプローチのフレームワークを
提供します。ISO 9000は、何が品質システムが満たすべき要件であるかについては規定して
いますが、組織においてどのようにしてその要件を満たすかについては記載されていません。

ISO 9000 は製品規格ではないため、組織で作業を行う方法については触れていますが、そ
の結果については直接触れていません。ISO 9000 ファミリにはいくつかのモデルが含まれて
おり、そのモデルとの比較で組織のシステムを監査することにより、システムが有効に機能し

ていることを組織の顧客に保証することができます。ISO 9001、ISO 9002、ISO 9003 が、その 
3 つの品質保証モデルです。 

ISO 標準の多くの対象者と比較して、MSFはかなり狭い範囲の対象者、すなわち IT 分野で
IT ソリューションを開発および展開する人々のために作られています。MSFは、組織のサー
ビスや製品に如何に品質を作り込むかに主に焦点を当てており、品質システムの特定の要

件への適合についてはあまり触れていません。 

MSF と ISO 標準で共通している点は、両者が文書化された実証済みのプラクティスをベー
スにしていることです。ただし、ISO ではそれを実行するための特定のアプローチは指定され
ていません。このため、組織は業務を最もうまく制御できるようにプロセスを定義することがで

きます。MSFは、その技術領域において、人とプロセスを組織化し、MSF の規範に準拠させ
て、高品質の製品やサービスを産み出すアプローチを定義しています。 

Microsoft Solutions Framework の効果的な適用は、組織における ISO 標準の遵守の支援
に役立つでしょう。ISO アプローチがプロセスに対する不一致の最小化と遵守の保証の助け
になることを考えれば、一般にこのアプローチは展開 (デプロイメント) プロジェクトでの適用
により適しています。展開プロジェクトでは、高度な創造性や結果の独自性が奨励されるソフ

トウェア開発プロジェクトよりも、確実性や反復性の程度が高いからです。それにもかかわらず、

ISO アプローチおよび関連標準は、ソリューションでの高い信頼性を確保するために、あらゆ
る ITプロジェクトの品質計画において非常に適切です。 
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